




























































































































もに、 「厄除けの寺」として知られている。今日も厄除け祈願の参拝が後を絶たない。厄年は陰陽道で災難にあうという年のことで、男は二十五、 四十二、 六十歳、女は十九、 三十三歳 される。　
薬王寺は、厄除け祈願をはじめ蜂須賀家の崇敬が厚い寺院とされてきた
が、根拠となる史料は、いままであまり明らかにされていなかった この点について、調査中でもあることから一部では るが、少し史料を紹介しながら考察を加えてみたい。　
まず、 薬王寺の縁起に どのように書かれているかをみていきたい。 「蜂





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿を成すにあたって、今川泰伸ご住職 はじめ の方々に 大変
お世話になった。深甚の謝意を表する次第である。
（四国大学文学部日本文学科
　
日本文化史・博物館学研究室）
古文書が語る厄除けの寺・日和佐薬王寺
  ―
  祈願・祈祷・厄除、蜂須賀家との関係を中心に
  ―
一二五
写真 1　薬王寺　本堂写真 2　蜂須賀家政判物写（折紙）
写真 3　蜂須賀家政判物写（折紙）写真 4　薬王寺宥深覚判物
写真 5　本堂棟札写写真 6　本堂棟札写
